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(1) 面積 237.89㎢

(2) 人口 8,116人　 (人)

(3) 世帯数 (世帯）

(5) 産業構造　　就業人口 (%)

(4) 年齢階級別人口 (%)
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　白川町は岐阜県の中南部に位置し、町の西端を木曽川水系の飛騨川が流れ、そこに4つの川がそそいで
います。町の広大な面積の87%を山林が占め、高低差の大きな山間地域です。
　町民のだれもが白川町の魅力を伝えるときに、美しい川と山の緑をあげます。自然豊かな土地で過ごす町
民は暖かく、まだまだ昔ながらのご近所付き合いが比較的残っている町といえます。
　山間に流れる清流が生み出す独自の気候風土を生かした茶の栽培が盛んで、「白川茶」「東農ヒノキ」を特
産としています。又、地域の祭りや地歌舞伎の保存、パイプオルガン、漫俳など、白川町には誇れる文化が
根付いています。

　白川町は以前から県・国と比較して自殺率は高い状況にあります。中でも40～50歳代男性
の自殺率が高い傾向です。
　今まで身近な相談の機会は継続的に設定し、広域的な相談機会と合わせて周知をしてきま
した。同時に、傾聴を学んだ住民がボランティア団体として傾聴活動を展開しています。悩み
を持つ当事者が孤立しないよう、あらゆる場面で「つなぐ」ことを意識して、関係者の連携を高
める地域づくりを目標にしていきます。
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＜対策の方針・目標＞　

1,991人

本町のデータ

本町の概要

支援に向けての取り組み状況



＜具体的な取組み＞

対面相談事業

ハートフル相談

法律と心の相談会

こころの健康相談
昭和40年代から継続　対面相談・訪問相談対応　一般住民対象
年間11回　精神保健福祉士・精神科医師

平成22年から継続　うつ、自殺対策等について啓発コーナー設定

平成23年から継続　自殺予防月間に、図書館の一角に自殺予防に関する
啓発コーナーの設置

平成23年から継続　自殺予防に関するキャッチフレーズを保健福祉課から
発送する封筒に印刷。

平成30年作成、令和元年度配布　町、県、民間他相談先を一覧にし、配布

人材育成事業

普及啓発事業

傾聴ボランティア
みみずくの会

傾聴ボランティア
養成講座

相談先一覧チラシ配布

広報他での啓発

その他の事業

役場庁舎内関係者
による税滞納者等に
関する情報交換

令和元年実施予定　税徴収などにかかわる担当係で横断的に情報交換を
し、対応を検討

若年層対策事業

若者サポートサロン

ＳＯＳの出し方教育

自殺対策連絡協議会

いのち支える自殺対
策推進本部

役場窓口対応マニュ
アルの作成

こころと命を
大切にする講演会

ゲートキーパー研
修・講座

健康まつり「心の健
康啓発コーナー」

図書館での啓発展
示（自殺予防月間）

自殺対策キャッチフ
レーズの普及

平成27年から継続　対面相談（同会場で無料法律相談実施　法律相談から
の紹介）一般住民対象　年間6回　精神保健福祉士

平成25年から継続　対面相談・電話相談　毎月1回
役場・社会福祉法人福祉施設職員を対象

平成23年初回開催以後継続
（みみずくの会発足後はみみずくの会主催、行政共催）

平成23～25年養成講座参加者から平成25年に自主団体として立ち上げ
施設訪問型傾聴ボランティア活動をへて、平成28年からは在宅訪問型傾聴
ボランティア活動を開始。令和元年会員23人

精神福祉一般テーマから自殺対策に内容を変えて平成22年から継続
年1回

令和元年実施予定　役場各窓口での自殺予防に特化した対応マニュアル
作成

平成26年から継続　各種団体等での出張講座

平成23年から継続　毎年年1回、広報の保健師からの情報発信コーナーに
自殺予防、うつ予防について掲載。

平成25年から継続　年4回ひきこもり者を抱える家族の座談会をアドバイ
ザーも招いて実施

令和元年から開始　中学1年生に対して町内全中学校で実施　担任と保健
師の共同実施

平成30年から開始　年1回　住民代表・各関係者とともに会議実施

平成30年から開始　町長はじめ、役場各課課長で組織


